























た。研究会に参加する以前は、専ら文献だけで全てを判断し、研究しておりましたが、こ 研究会において学んだことは、例えば歴史的な名勝の具体的な場所については、実際に足を運び 調査するということでした。倉本先生と古橋先生のご指導で、他の方々とともに現地に赴き 例えば内裏や朱雀門の場所を確認したり、写真を撮ったり、資料を収集したりしました。歴史家の先生たち とっては何というこ もない活動でしょうが、これまで専ら文献 扱う みであった私にとっては、実に新鮮 面白いことでした。ただ、実際にどういうところが役立つのかは 当時は分かりませんでした。後に、研究分担者と て国内や海外で調査を行 、初め地調査の重要さを理解することが出来た です。
47
一例として、二〇一九年一一月一五日︱一七日に、中国西


















ストスピーカーも貴重な話をしてくだ いました。ただ、専門外の私には 研究会で発表され、議論される内容に時々追いつけないことがありました。倉本先生の計らいによって、研究会の終了後、京都の由緒あ 料亭で懇親会が開かれ、食事をしながら先生方に質問し、さまざまなことを教えて頂くことができました。特に、古橋信孝先生には多く 質問を投げかけ、その都度、先生からは真摯なお答えを返して頂きました。懇親会は研究会の延長のようでもあり、分からない事柄や知りたいことにつ て質問できる勉強 場でもありま た。
特に質問の多い私に対して、古橋先生は嫌がらずにいろい
ろと日本の文学について教えてくださいました。ご自身の著
書も送ってくださり、日本語・日本文学を研究する上でのアドバイスもいただきました。研究手法の一つとして、まず先生方の著書を中国語に翻訳することが早道であると教えて頂いたのですが、そのことを聞い 私は、日本文学が専攻でない自分に出来るかどうか悩みました。実際には二〇〇七年から時々先生方の論文を中国語に翻訳 公表したりもしていましたが、一冊 本を丸々翻訳することはまだ決心がつかずにいたのです。そ ような中で、二〇一九年八月二三︱二五日に北京大学で開かれた国際会議のため 先生方の論文を訳す機会があり、翻訳の面白さが分 り 急激 意欲が湧いてきたのです。これからは、論文翻訳だけ なく、専門書 翻訳も手掛けていき いと思います。
また、懇親会ではいろいろな京料理を味わい、京都の街並み
にも徐々に興味を抱き始めることになりました。以前は 博士号を取ることに必死 、そのほ のこと 目を向ける余裕がなく、京料理や街並みなど京都の文化にも関心がありませんでしたが、この研究会や懇親会のおかげで、それら 興味 持つようになって、さまざま 場所 足を運び、京都の歴史や文化に触れるにつれて、個人的 調査も増えていきまし
写真一～五は﹁供養碑﹂に関する調査を行った時に訪問し
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た京都府京丹後市峰山町泉一一六五︱二にある﹁金刀比羅神社﹂の﹁狛猫﹂ ﹁猫石﹂ ﹁猫の置物﹂ ﹁放生池︲亀﹂と、京都府京都市右京区太秦森ケ東町五〇番地にある 木嶋坐天照御魂神社﹂の﹁三本足の鳥居﹂です。ここでは地元の文化に触れ、信仰を示す珍しい品々を拝見することが出来ました。歴史書に記載があるかどうか、説話に出ているかどうかも調べていた私にとっては貴重な経験で、引き続き調査を行っていきたいという思いを強くしま た。
ここ以外にも、名古屋、和歌山、長浜をはじめ、長野県、













﹁小動物供養塔﹂が建てられています。この供養塔の写真データを求められた時に、場所がなかなか見つからず、横井庄一記念館を訪ねて横井庄一氏 奥さま︵写真七︶にお目にかかり、ご親族の大鹿 八氏︵津島市議会議員︶ ︵写真八︶のご案内によって撮影できた写真です。それまで私は、横井庄一氏のことは知りませんでした。
その日は、横井庄一記念館で奥さま





















これからもこの社会の成り行きを観察し、日本文化や 、日本文学を学び続けたいと思います。そ ていつか、きっと役に立つ働きができ 良いチャンスが訪れることを願っています。
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